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こ
の
ほ
ど
、
勝
沼
町
に
あ
る
「
佐
藤
家
住
宅
」
が
登
録

有
形
文
化
財
へ
新
た
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
で
は
十

五
件
目
の
登
録
と
な
り
ま
す
。 

登
録
有
形
文
化
財
は
、
文
化
財
を
活
用
し
な
が
ら
保
存

す
る
も
の
で
、
緩
や
か
な
規
制
を
通
じ
て
多
く
の
建
造
物

が
保
存
さ
れ
、
ま
ち
づ
く
り
や
観
光
な
ど
に
積
極
的
に
活

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

今
号
で
は
、
こ
の
登
録
有
形
文
化
財
制
度
を
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
八
月
に
上
条
を
見
学
し
た
団
体
の
様

子
、
お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
で
は
第
九
回
上
条
集
落
見
学
会

の
ご
案
内
を
掲
載
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 
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登
録
有
形
文
化
財
建
造
物
は
、
築
五
十
年
を
経
過
し
た
歴

史
的
建
造
物
の
う
ち
、
一
定
の
評
価
を
得
た
も
の
を
文
化
財

と
し
て
登
録
す
る
も
の
で
す
。 

 

こ
の
制
度
の
特
徴
は
、
建
造
物
の
様
々
な
活
用
を
行
い
や

す
い
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
ど
お
り
使
う
の
も
よ
し
、

事
業
資
産
や
観
光
資
源
に
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
の
場

合
、
外
観
が
大
き
く
変
わ
っ
た
り
、
移
築
す
る
際
に
は
届
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
規
制
に
強
く
縛
ら
れ
る
こ
と
は
な

く
、
幅
広
い
用
途
に
利
活
用
が
可
能
と
な
り
ま
す
。 

  

【
文
化
財
の
種
別
】 

佐藤家住宅主屋 

 

建設年代：18世紀後半 

建築構造：木造二階建て、切妻造り突き

上げ屋根付き 

規模：桁行7間、梁間4間 

特徴：ブドウ畑に囲まれて近世からの伝

統的な養蚕型主屋が建つ風景は、

勝沼地区の産業や風土をよく表し

ている。 
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【全
国
の
登
録
有
形
文
化
財
建
造
物
の
活
用
事
例
】 

 

●
旧
五
十
嵐
歯
科
医
院
（
静
岡
県
） 

 

東
海
道
の
宿
場
町
に
建
つ
木
造
洋
風
の
医
院
建
築
で

す
。
住
民
や
観
光
客
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
、
イ
ベ
ン
ト
の
会
場
や
集
会
施
設
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。 

旧五十嵐歯科医院（静岡県） 
「しずふぁん」ホームページより 

●
富
士
屋
ホ
テ
ル
（
神
奈
川
県
） 

 

明
治
十
一
年
創
業
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
リ

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
。
五
件
の
登
録
有
形
文

化
財
建
造
物
を
有
し
、
本
館
は
唐
破
風

を
取
り
入
れ
た
擬
洋
風
の
木
造
建
築
で

す
。
明
治
期
の
建
築
様
式
を
現
代
に
伝

え
、
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
独
特
の
雰
囲

気
が
漂

い
、
意

匠
が
見

事
な
ホ

テ
ル
と

し
て
有

名

で

す
。 

富士屋ホテル（神奈川県） 
「富士屋ホテル」ホームページより 
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九
月
二
十
五
日
（
日
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

午
前
十
時
～
正
午 

 
 

集
合
場
所 

 

福
蔵
院
駐
車
場 

 

 
 

 

※
歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い 

 
 

 

※
昼
食
を
ご
持
参
く
だ
さ
い 

 
 

 
 

 
 

 

   

八
月
の
で
き
ご
と

八
月
の
で
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と

八
月
の
で
き
ご
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【
神
金
小
学
校
五
年
生
児
童
に
よ
る
上
条
地
区
歴
史
探
訪
】 

 

八
月
十
五
日
に
神
金
小
学
校
五
年
生
の
皆
さ
ん
が
校
外
学

習
「
上
条
地
区
歴
史
探
訪
」
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

金
井
加
里
神
社
、
観
音
堂
、
甲
州
民
家
情
報
館
な
ど
集
落

内
を
じ
っ
く
り
と
巡
り
、
説
明
の
声
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。
昭
和
二
十
一
年
頃
の
上
条
集
落
の
写
真
と
現
在

の
景
色
を
一
生
懸
命
見
比
べ
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

ま
た
、
「
僕
が
住
ん
で
い
る
地
元
に
こ
ん
な
に
凄
い
と
ろ
こ

が
！
」
「
中
村
さ
ん
が
多
い
」
な
ど
た
く
さ
ん
の
発
見
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
地
元
の
歴
史
を
知
る
貴
重
な
経
験
と

な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 

今
回
の
上
条
地
区
歴
史
探
訪
の
感
想
な
ど
を
授
業
で
ま
と

め
る
よ
う
な
の
で
次
回
の
上
条
報
告
で
子
供
た
ち
の
反
応
を

お
伝
え
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
子
供
た
ち
の
目
に
上
条
集
落

は
ど
の
よ
う
に
写
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

【
甲
州
市
の
登
録
有
形
文
化
財
建
造
物
】 

 
市
内
に
は
現
在
、
十
五
件
の
登
録
有
形
文
化
財
建
造
物
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

●
風
間
酒
造
（
塩
山
下
於
曽
） 

 

明
治
期
の
酒
蔵
に
供
さ
れ
た

蔵
、
店
な
ど
が
一
体
で
残
り
貴

重
で
す
。
現
在
は
ワ
イ
ナ
リ
ー

と
し
て
営
業
を
し
て
い
ま
す
。

主
屋
は
ワ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
と
し

て
、
蔵
は
カ
フ
ェ
と
し
て
利
用

さ
れ
、
趣
の
あ
る
雰
囲
気
で
ワ

イ
ン
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

 

登
録
有
形
文
化
財
建
造
物
が
店
舗
と
し
て
利
用
さ
れ
る
好

例
で
、
歴
史
的
建
造
物
で
あ
る
こ
と
を
宣
伝
材
料
の
ひ
と
つ

と
し
て
使
い
、
集
客
に
一
役
か
っ
て
い
ま
す
。 

 

●
飯
島
家
住
宅
（
塩
山
上
於
曽
） 

 

中
央
通
り
に
建
つ
飯
島
家
は
、
道
沿
い
に
建
つ
長
屋
門
と

土
蔵
が
江
戸
期
の
建
造
物
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
飯

島
家
の
建
つ
塩
山
駅
北
側
は
、
明
治
三
十
六
年
の
国
鉄
中
央

線
開
通
以
降
、
最
も
賑
わ
い
を

み
せ
た
地
域
で
す
が
、
現
在
で

は
往
時
の
景
観
を
し
の
ば
せ
る

建
造
物
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
な
か
に
あ
っ
て
、
飯

島
家
住
宅
は
旧
観
が
よ
く
保
存

さ
れ
て
お
り
貴
重
で
す
。 

 

個
人
所
有
で
あ
る
た
め
、
内

部
は
普
段
非
公
開
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

風間酒造（主屋） 飯島家住宅長屋門 

【塩
山
中
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
会
の
研
修
】 

 

八
月
五
日
に
塩
山
中
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
会
（
塩
山
中
学
校
、

南
小
学
校
、
北
小
学
校
、
奥
野
田
小
学
校
の
先
生
方
）
の
研

修
が
行
わ
れ
、
上
条
集
落
を
ご
案
内
し
ま
し
た
。 

 

昨
年
の
同
じ
時
期
に
は
塩
山
北
中
ブ
ロ
ッ
ク
の
先
生
方
が

研
修
で
上
条
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 


